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TBS 落 語 研 究会  ２ ０ ２３ 年 ４ 月 １ ７ 日 (月 )（ 第 ６ ５ ８ 回 ）  

新 ・ 落語 掌 事 典  

 

                                                 田 中優 子  

● 穴 っぱ 入 り （ 洒 落 小 町 ）  

穴 っ ぱ入 り は 「 穴 這 入 （ あ な ば い り ） 」 が変 化 し た 語 で 、 穴に 入

る こ と、 穴 に 入 り 込 む こと を い う 。 転 じ て情 婦 の 家 や 遊 郭 など に 入

り 込 むこ と を 指 し た 。 穴 這 入 に は 「 墓 穴 に入 る 」 と い う 意 もあ る 。

墓 穴 は死 後 に 行 く 、 暗 く て 凝 視 を 避 け よ うと す る 場 所 な の で、 暗 闇

を 暴 くと い う 意 図 も あ ろう 。 い つ の 時 代 も同 じ だ が 、 江 戸 時代 中 期

に も 、表 面 的 に は 気 が つ か な い 人 の 世 相 を「 穴 」 と 言 い 、 それ を 暴

き 、 あえ て 表 現 す る こ とを 愉 快 に 思 う 読 者た ち が い た 。 こ れを 担 っ

た の が、 庶 民 が 好 ん で 読 ん だ 談 義 本 、 洒 落本 、 滑 稽 本 、 黄 表紙 等 で

あ る 。作 者 た ち は 、 こ の 表 現 方 法 を 「 う がち （ 穿 ち ） 」 と 呼び 、 こ

れ が 江戸 戯 作 の 方 法 と なっ た 。 遊 郭 か ら 遊女 が 消 え て 遊 男 ばか り に

な り 、高 齢 者 が 遊 び 呆 け て 若 者 が 引 き こ もる 社 会 を 描 く な ど、 社 会

の 新 現象 を 誇 張 し て 描 く こ と で 、 何 か を 気づ か せ る の で あ る。  

 

● 盲 人（ 松 田 加 賀 ）  

江 戸 時代 は 座 頭 ・ 瞽 女 ・ 盲 僧 が 、 独 自 の 組織 を 作 っ て い た 。特 に

座 頭 は剃 髪 し た 僧 の 姿 で 、 平 家 琵 琶 、 鍼 灸、 も み 療 治 、 箏 曲、 三 味

線 な どの 職 業 に 従 事 し た 。 こ れ ら の 盲 目 法師 は 幕 府 の 公 認 で、 公 家

の 久 我家 を 本 所 と し て 当 道 座 と い う 組 織 をつ く り 、 官 位 （ 惣録 校 、

検 校 、勾 当 、 座 頭 、 初 心 ） を も ち 、 絶 大 な権 威 と 経 済 力 を 持つ に 至

っ た 。塙 保 己 一 の よ う な学 者 も 輩 出 し 金 融業 も 営 ん だ の で 、社 会 で

は 一 目置 か れ る 存 在 だ っ た 。 そ れ だ け に 、そ の 権 威 主 義 を から か い

た く もな る の で あ ろ う 。 し か し そ の 昔 か ら、 視 覚 を 失 っ た 場合 、 そ

れ を 補う よ う に 潜 在 能 力 を 発 揮 す る こ と があ る 。 歴 史 を 振 り返 る と

シ ャ ーマ ン や 占 い 師 、 音楽 家 、 琵 琶 法 師 の よ う な 口 頭 伝 承 や語 り 物

の 担 い手 等 、 盲 人 が 特 別 な 才 能 を 発 揮 し たの で あ る か ら 、 ある 種 の

「 畏 れ」 も あ っ た の で あ る 。  
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● 建 仁寺 垣 （ 茶 の 湯 ）  

ど う やら 隠 居 の 別 宅 は 、 洒 落 た 建 仁 寺 垣 に囲 わ れ て い る よ うだ 。

し か し客 は そ の 垣 根 の 向 こ う に 、 菓 子 を 投げ 捨 て る し か な い、 と い

う 話 であ る 。 は た 迷 惑 な 趣 味 の 噺 は 落 語 の定 番 だ 。 建 仁 寺 は、 栄 西

が 開 いた 臨 済 宗 建 仁 寺 派 の 本 山 で あ る 。 鎌倉 時 代 中 期 に 南 宋か ら 渡

来 し た禅 僧 、 蘭 溪 道 隆 が住 持 の 頃 に 修 禅 道場 と な っ た 。 建 仁 寺 垣 と

は 建 仁寺 中 門 に あ る 竹 垣 の 名 称 だ 。 竹 を 縦に 四 つ 割 に し 、 竹の 表 面

を 外 にし て 平 た く 並 べ 、 竹 の 押 縁 を 横 に 取り 付 け 縄 で 結 ぶ 組み 方

が 、 それ 以 前 と 異 な る の で そ う 呼 ば れ る よう に な っ た 。 中 国の 様 式

な の かも 知 れ な い 。 垣 は 古 事 記 に 記 さ れ てい る ほ ど 歴 史 が 古い が 、

鎌 倉 時代 に 多 様 な 材 料 や 型 式 が 出 現 し た よう だ 。 神 社 の 結 界と 類 似

し て いる よ う に 見 え る が、 そ の 目 的 は 聖 なる 空 間 を 作 る こ とで は な

く 、 外敵 の 侵 入 を 防 御 し つ つ 住 人 の 趣 味 を表 現 す る こ と で あっ た 。  

 

 

● 魚 の名 前 （ て れ す こ ）  

テ レ スコ と ス テ レ ン キ ョ ウ （ 演 者 に よ っ て別 名 も あ る ） は 、ポ ル

ト ガ ル語 や ロ シ ア 語 な ど 諸 説 あ る 。 侵 略 を繰 り 返 す 愚 か な 人間 と 違

っ て 、魚 に は 帰 属 す る 国 も な け れ ば 国 境 もな い 。 従 っ て 魚 の名 は 、

魚 が 自ら 名 乗 っ て い る 訳 で は な く 、 捕 獲 した 者 が 便 宜 上 つ けた も の

だ 。 総称 で あ る 「 さ か な 」 は 、 中 世 前 ま では 「 う お 」 と い った 。 そ

も そ も原 始 的 な 捕 獲 方 法 し か 知 ら な い 時 代は 、 捕 獲 で き る 種類 も 少

な い ので 個 別 に 名 前 を つ け て 他 者 と 共 有 する 必 要 が な か っ た。 そ れ

ゆ え に同 じ 魚 で も 、 捕 獲 し た 国 に よ っ て 名前 が 異 な っ た の であ る 。

捕 獲 場所 が 広 域 （ 遠 洋 ） に な り 、 捕 獲 技 術も 合 理 的 で 多 岐 にな っ た

現 代 の日 本 で は 、 東 京 魚 市 場 （ 少 し 前 ま では 築 地 ） で 呼 称 する 名 前

を 標 準と し て い る 。 聞 く と こ ろ に よ る と 、温 暖 化 の 影 響 か 見知 ら ぬ

魚 が 獲れ 始 め 、 最 近 で は 百 科 事 典 片 手 に 調べ る こ と も あ る とい う 。  
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● 旅 （三 十 石 ）  

別 名 『三 十 石 宝 の 入 船 』 や 『 三 十 石 夢 の 通路 』 と も い う 。 三十 石

と は 淀川 を 通 行 し た 三 十 石 船 の 略 だ 。 こ の噺 は 上 方 落 語 の 『二 人

旅 』 およ び 『 東 の 旅 』 の 一 部 分 で 、 二 人 の江 戸 っ 子 が 京 都 見物 を 済

ま せ 、伏 見 か ら 三 十 石 船 に 乗 っ て 大 坂 へ 向か う 旅 の 出 来 事 であ る 。

戦 乱 の世 ま で 旅 は 、 芸 能民 や 商 人 ・ 職 人 な ど 、 旅 が 生 活 や 仕事 と 一

体 だ った 者 に 限 ら れ て い た 。 江 戸 時 代 に 入る と 内 戦 が 終 結 し、 旅 を

す る 環境 が 一 変 す る 。 都 市 の 発 達 と 共 に 生産 力 と 庶 民 の 消 費生 活 が

向 上 し、 人 口 の 増 加 と 共 に 旅 人 口 も 飛 躍 的に 増 え た 。 更 に 参勤 交 代

の 影 響で 街 道 や 宿 の 整 備 、 駕 籠 や 船 の 技 術が 進 み 、 旅 は 「 苦し い も

の 」 から 「 楽 し い も の 」へ と 変 化 し て い った 。 そ の 頃 の 旅 は現 代 と

比 べ ると 途 方 も な く 大 変 だ が 、 し か し 戦 さが 無 く な っ た 開 放感 は 未

知 の もの へ の 好 奇 心 を 育 み 、 更 な る 経 済 効果 と な っ た の で ある 。  

 

田中優子（法 政 大 学 名誉 教 授 、江 戸 東 京研 究センター特 任 教 授 ）  

法 政 大学 社 会 学 部 教 授 、学 部 長 、法 政 大 学総 長 を経て現 職 。  

専 門は江 戸 時 代の文 学 、美 術 、生 活 文 化 、アジア比 較 文 化 。  

現 代 社会についての連 載エッセイなどもある。  

『江 戸の想 像 力 』で芸 術 選奨 文 部 大 臣 新 人 賞  

『江 戸百 夢 』で芸 術 選 奨 文部 科 学 大 臣 賞 、サントリー学 芸 賞  

その他 著書 多 数 。2005年紫 綬 褒 章 。  

 

 

 

 

 

 

 


